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簡易保険事業

簡易保険事業では、信頼され、安心して

基礎的生活保障を任せられる保険ブランドとして

“かんぽ”ブランドをより確かなものにしていくために、

お客さま満足度の向上、経営管理の充実など

様々な取組を行っています。

　

お客さま満足度の向上

ALMの強化

リスク管理の強化

営業力・運用力の向上

業務運営の効率化

コンサルティング
能力の向上

収益力の向上による
財務基盤の強化

ESの向上 経営管理の充実
収益力の向上による
財務基盤の強化

ESの向上 経営管理の充実

お客さま満足度の向上

コンプライアンスの推進業務品質の向上 接遇・マナーレベルの向上
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メッセージ

皆さまには、平素から郵便局の簡易保険をご利用いただき、誠にありがとうございます。

簡易保険事業は、大正5年の創業から数え、今年でちょうど90周年を迎えます。多くのお客さま

にご愛顧いただいてきた歴史と伝統の重みを強く感じているところです。

このたび、平成17年度（2005年度）の簡易保険の経営状況や業績、平成18年度の課題への取組

などを皆さまにご理解いただくため、このディスクロージャー誌「簡易保険2006」を作成しまし

た。本誌をインターネットのホームページなどと併せてご活用いただき、皆さまの郵便局、簡易保

険に対するご理解を一層深めていただければ幸いです。

平成17年度を振り返って

郵政公社では、公社発足に際し、3つの経営ビジョン（①「真っ向サービスの徹底」、②「健全

な経営基盤の確立」、③「明るい将来展望を持てる働きがいのある公社の創造」）を掲げ、これらの

経営ビジョンの実現と平成15年度から18年度までを対象とする中期経営目標を達成するため、公

社内部の行動計画であるアクションプランを策定し、平成15年度からの前半2年間をアクションプ

ラン・フェーズ1、後半2年間をアクションプラン・フェーズ2と位置付け、経営改革に取り組んで

まいりました。

簡易保険事業では、事業理念として「基礎的生活保障のベストサービス～常にお客さまに最も信

頼され、ファーストクラスのご満足をいただける簡易保険であり続ける～」を定め、簡易保険事業

に携わる職員一人ひとりが「お客さま第一」の立場に立って、ベストサービスを提供できるよう取

り組んでまいりました。平成17年度は、このアクションプラン・フェーズ2のスタートの年として、

より多くのお客さまへ「安心」を提供するために、全員参画によるCSの向上やコンプライアンス

の徹底、業務品質の向上などにより、身近な郵便局の生命保険としての「かんぽ」ブランドの維持

向上を図るほか、コンサルティングセールスの推進などお客さまの生活・人生設計にお役に立つ営

業力のパワーアップやJPS（Japan Post System）の推進など生産性の一層の向上に努めてまいりま

した。

平成17年度決算

平成17年度は、貯蓄性商品に対する消費者のニーズの変化や低金利の継続など、簡易保険を取

り巻く経営環境は依然厳しいものがありました。

こうした中、簡易保険の平成17年度決算につきましては、加入者福祉施設等の減損損失1,225億

円を計上したものの、株価の上昇等により8,459億円のキャピタル益を計上したこと等により、内

部留保に9,318億円（前年度5,517億円）を積み増すとともに、4年ぶりに契約者配当を増配するこ

ととし、ご契約者への配当準備金に増配分383億円を含む1,502億円（前年度1,273億円）を繰り入

れることができました。これもひとえにお客さまのご支援、ご愛顧によるものと、厚く御礼申し上

げます。



平成18年度の主な取組

既にご承知のとおり、昨年の10月14日、郵政民営化法案が成立し、日本郵政公社は平成19年10

月に民営・分社化されることとなりました。円滑な民営・分社化のためには、現在の体制におい

て、公社としての責任を全うしていくことが極めて重要であり、平成18年度は、アクションプラ

ンの総仕上げとして、改革を更に前進させ、その成果をより確実なものにする所存であります。

金融環境が比較的安定的に推移している影響もあり、簡易保険の損益は改善傾向にあります。

しかしながら、生命保険を取り巻く経営環境は、少子高齢化による生命保険市場の縮小等により

引き続き厳しい状況が続き、簡易保険の新契約も減少が続いていることから、中長期的に事業の健

全性を維持するための取り組みが必要と考えております。

そこで、コンサルティング能力の向上、業務品質の向上、コンプライアンスの推進、接遇・マナ

ーレベルの向上により、お客さま満足度の向上に努め、お客さまから高い支持を得ることで、安定

的に新契約・保険料収入を確保できるように努めます。また、営業力、運用力の向上、業務運営の

効率化を推進することにより収益力を向上させ、財務基盤を強化するとともに、資産負債総合管理

及びリスク管理体制を更に強化することで経営管理の充実を図ります。

お客さまに信頼され、安心して基礎的生活保障を任せられる保険ブランドとして“かんぽ”ブラ

ンドをより確かなものにするとともに、民営化後もお客さまに喜ばれるサービスを提供するため

に、お客さまの声を大切に受け止めながら、民営化に向けた準備作業と簡易保険事業としての目標

の達成に全力を尽くしてまいる所存であります。

終わりに

今後ともお客さまからお寄せいただいている厚い信頼に応えつつ、お客さま第一の「真っ向サー

ビス」の提供、基礎的生活保障のベストサービスを提供し、ファーストクラスのご満足をいただけ

る簡易保険であり続けるため、役職員一同、より一層努力してまいりますので、引き続き、簡易保

険に対するご愛顧、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成18年8月

日本郵政公社　金融総本部

簡易保険事業本部長 元女　久光
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本誌内の表中の数値及びパーセント表示は、端数処理により合計数字が合わない場合があります。


